lA 警告 I まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


安全のためのま意事項を守る 


この r 安全のために」をよくお読みください。 


定期的に点検ずる 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部 
とコンセントとの間にほこりびたまっていない 
か、故障したまま使用していないか、などを点 
検してください。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、 AC パワーアダプ 
ターなどが破損しているのに気づいたら、すぐ 
にお買い上げ店または ソニー サービス窓口に修 
理をご依頼ください。 


万一、異常が起さた5 



〇電源を切る y 
〇 AC パワーアダプターをコンセントか5巧く 
0ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、ソ 
ニーヴービス窓□に修理を依頼する 


区\危晚 


警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示 
をしています。表示の内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 

この表示のを意事項を守5ない 
と、火災•感電•破裂などによ 
り死亡や大けびなどの人身事故 
び生じます。 

この表示のを意事項を守5ない 
と、火災•感電などにより死亡 
や大けびなど人身事故の原因と 
なります。 

I A 、午^] この表示のま意事項を守らない 
と、感電やその他の事故によりけ 
がをしたり周辺の家財に損書を与 
えたりすることびあ0まず。 


A 警告 


注意を促す記号 


A 


火災 

感電 

行為を禁止する記号 

0 

(!) 


禁止 

めれ手禁止 

行為を指示する記号 

を 



つラグをコン 


セントから巧く 



啥危険 I 


下記のを意事項を守5ないと 

义災•感電•発 


A 熱.発义 にょり 死亡 や 

①原因となりまず。 


乂災 


感電 


指定ながの AC/ V’ワーアダプター 
を巧わない 

必ず指定の AC ノ（ワーアダプターを 
使用してください。 

破梨や過熱などにより、义災やけ 示止 

び、周囲の巧損の原因となります。 



と ヒ I 下記のを意事項を守5ないと 

1へ义災.感電に ょり 
^ A 大けが。 


火災 感電 


■の原因となりまず。 


巧部に水や異物を入れない 

水や異物が入ると火災や感電の原因となりま 
す。万一、水や異物が入ったとさは、すぐにス 
イッチを切り、 AC パワーアダプターをコンセ 
ント から抜いて、お買い上げ店または ソニー 
サービス窓口にご相談ください。 



めれた手で AC パワーアダプターををわ百ない 



本がや AC パクーアダプターを巧団などでお 
おったが態で使わない 

熱がこちってケースが変形したり、火災の原因 



處ミ主詞 


下記のミち意事項を守5ないと 
けがを したり周辺の 家財に 


損害 


を与えたりずることがあります。 


はじめか6ボリュームを上げず 
ぎない 

突然大をな音が出て耳をいためる 
ことがあります。ボリュームは 
徐々に上げましょう。 禁止 



長時間使用しないとを 
は AC パワーアダプター 
を巧く 

長時間使用しないとさ 
は、ま全のた饭 AC パワー 
アダプターをコンセント 
から抜いてください。 


處 

つラグをコン 
セントから抜く 


お手入れの隐、 AC パ 
ワーアダプターを巧く 

AC バワーアダプターを 
差し込んだままお手入れ 
をすると、感電の原因と 
なることびあります。 


處 

つラグをコン 
セントか6抜く 


電池についての 
まを上のご注意 

お漏41•破裂•発熱•巧义•誤巧 

による 大けた S や失明を避けるため、下記 
のを意事項を必ずお守りください。 


本機では政下の電池をお使いいただけます。 
電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。_ 

ボタン型電池 U チウム電池 CR 2025 


IA 危巧 ボタン型電池が液漏れしたとき 

ボタン型電池の液が漏れたときは、素手で液 
をさわ6ない 

液が本体内部に残ることがあるため、ソニー 
の相談窓口またはソニーサービス窓口にご相 
談ください。 

液が目に入ったときは、失明の原因になるこ 
とがあるので目をこすらず、すぐに水道水な 
どのされいな水で充分洗い、ただちに医師の 
治療を受けて < ださい。 

液が身体や衣服についたとさを、やけどやけ 
がの原因になるので、すぐにされいな水で洗 
い流し、度膚に炎症やけがの症状があるとき 
には医師に相談してください。 

/ K 警告 

• ルさい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼 
児の手の届くところに置かない。万が一飲み 
込んだ場合は、窒息や胃などへの障書の原因 
になるので、直ちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 
• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一 
緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

•使いさった電池は取りはずす。長時間使用し 
ないとさも取りはずす。 


应ミ主意 1 

• 乂のそばや直射日光の当たるところ-炎天下 
の車中など、高温の場所で使用-保管-放置 
しない。 

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけ 
たじしない。 

• 指定された種類外の電池は使用しない。 


SONY. 
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7クテイ ブス と。一 力ーシステム 


取扱説明書 

お買い上げいただをありがとうございまず。 


A 警告 


電気製品はま全のためのを意事項を守5ないと、火災や人身 
事故になることびあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取0扱い 
かたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお 
使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず保管してください。 
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正し<ぉほいいただ < ために 


まを上のごミ主意 

まをについて：付属の AC パワーアダプターをお使いになるときは、家庭巧電源コンセントにっないで 
お使いください。 

AC パワーアダプターについて ： AC パワーアダプターを抜くときは、コードを引っ張らずに、必ず 
AC パワーアダプターを持って巧いて < ださし、。 

留守にずるときは：本機の (!) ボタンをスタンバイにしただけでは、電源は完全に切れていません。 

ご旅行などで長い間お使いにな5ないとさは、必ず AC パワーアダプターをコンセントから巧いてくださし、。 

真物にごし)て：特に、ジャック部には異物を入れないでください。故障や事故の原因にな0ます。 

異ちや不具合が起きた 6 :万一、異常や不具合び起きたときや異物び中に入ったときは、すぐに AC パ 
ワーアダプターを抜き、お買い上げちまたはソニーサービス窓□にご相談ください。 

取0扱い上のごま意 

• スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビネットは精密に調整してあ0ます。分解、改造などはしなし、 
で < ださい。 

• キャビネットび巧れたとをは、中性洗剤を少し含ませた柔5かいなでふいてください。シンナー、ベン 
ジン、アルコールなどは表面の仕上げを傷めますので、使わないでくださし、。 

• なのよラな場所には置かないでください。 

一直射日光の当たる所、暖房器具のおくなど、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動き巧(特に夏季)。 

—風呂場など、湿気のをい所。 

一ほこりの多い所、砂地の上。 

一時計、キャッシュカードなどの近く。（防磁設計になっていますび、録音済みテープや時計、キャッ 
シュカード、フ□ッピーディスクなどは、スピーカーの前面に近づけないでくださし' I 。 ） 

• 平5な場所に設置してください。 

• 設置条件によっては、倒れたり落下した0することびあります。貴重品などを近くに置かないでください。 

• 持ち運ぶ際、フ□ッピーディスクやクレジットカードなど磁気の影響を受ける物は、スピーカーシステ 
ムの近< に置かないでください。 

モニター画面にちむ6が起きた6 

このスピーカーシステムは防磁型 （ JEITA *) のため、モニターのそばに置いて使ラことびでさますび、モ 
ニターの種類によ0色む5び起こる場合びあります。 

色む6だ巧 g をた百：いったんモニターの電源を切り、1日〜30分後に再び電源を入れてください。 
それでも色む 6 が巧るとまは：スピーカーをさらにモニターか5離してください。 

さ 5 に：スピーカーの近くに磁気を発生するものびないよラにごを意ください。スピーカーとの相互作 
用により、色む5を起こす場含びあ0ます。 

磁気を巧をずる物：ラック、置き台の扉に装着された磁石、健康器具、玩具などに使われている磁石な 
ど。 


をな仕様 


スピーカー部 

型式 

使用スピーカー 
インピーダンス 
定格入力 
最大入力 


フルレンジバスレフ型防磁型 
( JEITA * i ) 

直径己7 mm 
4 0 


20 W 
40 W 


アンプ部（ちスピーカー） 

実効出力 20 W +20 W (全高調波歪 

10 %、1 kHz 、 4が ( JEITA *) 
入カ ステレオミニジャック X 2 

入カインピーダンス 4.7 kn (1 kHz ) 


電源部 • その他 

電源 DC 16 V (付属の AC パワーアダ 

プターを接続して AC 電源から使 
用） 

最大がお寸法 約80 X 187 X 169 mm 

(幅/高さ/奥行さ） 

質量 約120日 g (左スピーカー ） 

約11日日 g (ちスピーカー） 

付属品 

AC パワーアダプター （1) 

AC パワ ーコー ドが （1) 

接続コード（ステレオ S ニプラ 
グトーステレオ S ニプラグ） （1 
m )(1) 

U モコン （1) 

U チウム電池 CR 202 日り） 

( U モコン装着済：お試し用） 


取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

別売0アクセサリー 

プラグアダプター PC -234 S 〔ステレオ標準プラグト 
ステレオ S ニジャック） 

PC -236 MS (ミニプラグト^ステレ 
才 S ニジャック） 

接続コード RK - G 22 (ステレオ標準プラグー 

ステレオ S ニプラグ） （1.5 m ) 
RK - G 129 (ステレオ S ニプラグトー 
ピンプラグ X 2)(1.5 m ) 

RK - G 136 (ステレオ S ニプラグトー 
ステレオ S ニプラグ） （1.5 m ) 
RK - G 138 (ステレオ2ウェイプラグ 
卜•■ステレオ S ニジャック） （3 m ) 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更するこ 

とびありますび、ご了承<ださい。 

JEITA は(電子情報技術産業協含)の略称です。 

が付属の AC パワーコードは本機専巧です。他の機器では 
ご使巧になれません。 










る部のなまえ 
本化 


3 U モコンの準備をする。 

絶縁シートを引き损いて U モコンを使用でさるが態にします。 
U モコンには電池びすでに入っています。 




田 & C 電源)ボタン/ランプ 
回が（消音)ランプ 
回 VOL (音量) +/- ボタン 
团 IJ モコン受光部 
固スピーカーグリル 

お好みに応じて取りはずすこ 
とびでをます。 


背面 ちスピーカー 左スピーカー 



の ちスピーカー接続端子 
回 DCIN16V 端子 
图 INPUT 1 端テ 
团 INPUT 2 端テ 
固接続コード 

ちスピーカーにつなざまず。 


の踩（消音)ボタン 
图 VOL 馆量) +/- ボタン 
图 （!） （電源)ボタン 

U モコンの動作距離は、最大約日 m です。 


電源にごいて 


付属の AC パワーアダプターを本機に接続します。 


電源コンセントへ 

命 =c=p^ 



(付属） 


ごミ主意 

• AC パワーアダプターを振を差しする前に電源をお切り 
ください。電源を入れたまま抜を差しすると、誤動作 
の原因になる場合びあります。 

• この製品には、付属の AC パワーアダプター(極性統一 
形プラグ- J 曰 TA 規格)をご使用<ださい。 

付属政外の AC パワーアダプターを使用すると、故障の 
原因になることびあります。 



極性統一形プラグ 


• AC パワーアダプターは容易に手び届くよラな電源コン 
セントに接続し、異常び生じた場合は速やかにコンセ 
ントから振いてください。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネット 
などの狭い場所に設置しないで<ださい。 

• 火災や感電の危険をさけるために、 AC パワーアダプ 
ターを水のかかる場所や湿気のある場所では使用しな 
いでください。また、 AC パワーアダプターの上に花瓶 
などの水の入ったちのを置かないで<ださい。 


海外で使うときは 

付属の AC; のーアダプターは、 AC 1 00-240V.50/ 
60 Hz の範囲でお使いいただけますので、世界中のほと 
んどのホテルおよび家庭用電源で使用で去ます。ただ 
し、電源コンセントの形状は各国、各地さまざまですの 
で、お出かけ前に旅行代理店などでお確かめください。 



変換プラグアダプター 


マ、 ごすき 

海が旅行者用として市販されている r 電子式蜜圧器（トラ 
ベルコンバーター)」などはご使巧にならないでくださ 
い。故障の原因となることびあります。 


準備する 

1スピーカーとお聞をになる機器を接続する。 


もスピーカー（背面）をスピーカー悄耐 



ちスピーカーか6音が出ないときは 


CD プレーヤー 、 MD 
ブレーヤーなど 


モノラルジャックに接続したとさは、左スピーカーからしか音び出ないことびあります。別売りのプラグアダプ 
ター PC-236MS を使ラと左ちのスピーカーから音び出ます。 


標準タイプのへッドホン端子(カセットデッキなど）に接続ずるには 

別売りの接続〕ード RK-G22 または別売りの接続コード RK-G136 およびプラグアダプター PC-234S をお使いください。 


2 スピーカーを 配置す る。 

左スピーカー（前面) 


パーソナルコンピ ユー 
夕一、 またはポータブ J レ 
才ーディオプレーャー 


ちスピーカー（前面） 




電池の交換について 

電池び消耗してくると、 U モコンで操作できる距離び短 
<なります。 

下記の手順で、電池を新しいちのと交換してください。 
電池寿命は約6ヶ月です。ただし操作する条件により寿命 
は変わります。 



2 +と書かれた面を上にして U チウム電池 CR2 日 2 日を新 
しい電池と取り換える。 

リチウム電池 CR 2025 (別売り） 



3電池ケースを元に戻す。 


ごミち意 

• リチウム電池を誤って飲み込むことのないよラ、電池 
は特に幼児の手の届かないところに置いてください。 

• 万一電池を飲み込んだ場合には、直ちに医師と相談し 
て < ださい。 

• リモコン受光部に、直射日光や照明器具の強い光び当 
たらないよラにご注意ください。 U モコン操作びでき 
ないことがあ0ます。 


接続した機おを再をする 

1本機ののボタンを巧して電源を入れ 
る。 

のランプが点灯します。 

2接続した機巧を再生する。 

3音量を調整する。 

接続した機器を適度な音量にして、本機の VOL 
+/- ボタンで調整します。 

クヒント 

スピーカーの音を消すとさは、本機 U モコンのがボ 
タンを押します。音を出すとさは、もラー度押しま 
す。 

巧ち音 

音量を最小または最大にしたときは、「ピピッ」とい 
ラビープ音び聞こえます。 


4ほ用をはのボタンを巧して電源を切 
る。 

のランプが消灯します。 

ごま意 

• INPUT 1 端子と INPUT 2 端子に接続した機器の両方を 
同時に再生すると、音び混ざって聞こえます。 

• ラジオまたはチューナーを内蔵した機器に接続した場 
合、ラジオ放送び受信でをなかったり、感度び大幅に 
低下する場合びあります。 

• 接続する機器のバスプースト機能やイコライザー機能 
は無効にしてください。これらの機能び有効になって 
いると、音びひずむことびあります。 

• へッドホン端子び LINE OUT 端子を兼用している機器 
に接続した場合は、接続機器の出力を LINE OUT 出力 
に設定することで、より高音質でお楽しみいただけま 
す。出力設定の操作について詳しくは、お使いの機器 
に付属の取扱説明書をご覧ください。 


故障かな？とおった 6 


ぁが 

原因 

処置 

音が割れる、または 
ノイズび出る 

入力信号び大さすざる。 

接続した機器の音量を下げる。 

接続した機器のバスブースト機能を使巧して 
いる。 

バスブースト機能を解除する。 


接続した機器のへッドホン端子に接続してい 

接続した機器の LINE OUT 端子に接続する。 


る。 

または LINE OUT 出力に設定する。 


接続コードびしっかり接続されていない。 

接続コードを確実に接続する。 


テレビに近すざる所に i 受置されている。 

テレビから離して設置ずる。 

音がルさい、または 
音び出ない 

(!) ボタンび OFF になっている。 

也 ボタンを ON にする。 

V0L +/- ボタンび最ルに絞られている。 

V0L +/- ボタンで調節する。 


接続コードびしっかり接続されていない。 

接続コードを確実に接続する。 


入力信号びルさすざる。 

ヘッドホン端子に接続した場合は、接続した機 
器の音量を上げる。 

U モコンで操作でさな 
い 

スピーカーから離れすぎている。 

U モコン受光部に近づけて操作する。 

スピーカーの U モコン受光部の前に障害物び 
置いてある。 

U モコン受光部の前から障善物を取り除く。 


スピーカーのリモコン受光部に強い光値射曰 
光や高周波点灯の堂光むなど)が当たっている。 

IJ モコン受光部に光び当たらないよラにする。 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換する。 

U モコンに電池び入ら 
ない(さつい） 

電池を逆に挿入でさない構造になっています。極性 (+/ —）を確認して正し<入れてください。 


&ランプびちらつく 音量を上げたとさにのランプびちらつくことびありますび、故障ではありません。 


保証書とアフターサービス 


f 呆証書 

• この製品には保罰書が添付されていますので、お買い上 
げの際お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切 
に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 


部品の保有期間について 

当社ではアクティブスピーカーシステムの補修巧性能部品 
(製品の機能を維持するために必要な部品)を、製造打ち切 
り後6年間保有しています。この部品保ち期間を修理巧能 
期間とさせていたださます。保有期間び経過したあとち、 
故障箇所によっては修理可能の場をびありますので、お買 
い上げ店またはソニーサービス窓□にご相談ください。 


調子が悪いときはまずチ I ックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

お買い上げ店または添付の r ソニーご相談窓□のご案内」に 
あるお近くのソニーサービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳 
しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持で定る場をは、ご要望により有料 
修理させていただをます。 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などはあームページをごま用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 




フ1」ーダイヤル 

0120 -333-020 

フリーダイヤル 

0120 -222-330 

携帯電話. PHS .- 部の IP 電話 

046巨-31-吕511 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

04巨巨-31-吕531 

※取巧爵日月書’ U モコン等の購入相談は 
こち5へお問い合わせくだごい。 

FAX (共ほ）0120 -333-389 

♦ 


上記番号へ接続を、最巧のガイダンスが流れている間に 
巧〇引+「曲 J 

を巧して<ださい。直接、担当な□へおつなぞしまず。 


ソニー株式会社 干 1 08 - 007 已東京都港区港南 1 - 7-1 










